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著者のことば
　人は死の問題に無関心ではいられない。言うまでもなく、
それは人は必ず死すべき運命の者であるからにほかならない。
しかも、死は普遍的な生理学上の問題であるばかりではなく、
時代や地域によって関心の在り方が相違する文化的な問題で
もあるに違いない。本書は、わが国古代中世期を生きた人々
がいかにこの問いに思いをめぐらしたか̶̶他者の死を哀し
み悼み、また、自己の死を畏れつつも受容したのか̶̶を考
察する。
　こうした死の問題に対して、今日の人文学はいかなるアプロ
ーチが可能だろうか。たとえば仏教学はそれを宗教哲学的立
場から考察する。また歴史学は文献史料を中心に歴史的事
実のうちにこの問題を見極めようとする。あるいは国文学では
古典文学作品の読みを通じてこれを探ろうとするだろう。それ
に対して、本書は美術史学の観点から死の問題に迫ることを
試みる。
　（中略）本書では説話画がかつて果たした実際的な機能に
関して、過去の観者の社会的身体的な位相をめぐって、そし
てさらに絵画＝テキストへと向かう今日の私たち自らが依って
立つ解釈学的な前提条件について、慎重な考察をめぐらした。
絵画は一方的に時代を映す鏡ではなく、時代のなかで生産／
消費されるもの。あるいは時代を超えて解読されるもの。つま
り「イメージの交通」がポイントとなる。本書で用いるイコノ
ロジーは、この点において、いうならば「広義の」図像解釈
学という意味合いを含んだ方法と捉えられるかもしれない。こ
うした美術史学の方法の確立とその実践が実は本書の目指す
もう一つの研究課題にほかならない。
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我国古代～中世期の人々の思い描いた現世と他界のイメージを、現存する仏教説
話画の図像解釈から探る研究。詳細かつ多数の部分図の写真版に各作品の図様
一覧表などの基礎データを提供する俊英の論文集。
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